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内容の要旨及び審査の結果の要旨
歯槽骨炎は口腔外科領域感染症の中で最も頻繁に遭遇する化膿性炎である。近年、本症の主要な原
因菌の一つであるルc,）olreﾉﾉα属ではβラクタム剤耐性が急増し、抗菌化学療法上の大きな問題となっ
ている。そこで、本研究では薬剤感受性判定に時間を要する従来の培養による細菌学的検査法の問題
点を解決する目的でreaI-timePCR法を用い、その早期診断の可能性と診断精度について研究を行っ
た。材料および方法：当科外来を受診した歯槽骨炎患者８７名の閉塞膿瘍から採取した膿汁は通怯に
従って培養し、細菌同定を行った。また分離菌のβラクタマーゼ産生の有無はNitrocefmDisk法、ペ
ニシリン感受`性はディスク拡散法にて測定した。一方、βラクタマーゼ関連遺伝子であるｑＭ/ｚｌ２を
検出のためのreal-timePCR用プライマーは、既知の塩基配列をもとに独自に作製した。なお細菌お
よび膿汁からのＤＮＡ抽出は、水に懸濁した菌体を加熱冷却することで行った。得られた結果は以下
のように要約される。
１）膿汁の細菌培養から総数４５］菌株が分離され、その内、ルＧ１,ＣＪＣ"α属が最多の155株を占めてい
た。またβラクタマーゼ産生はルeljo/e"α分離菌の４８菌株(３１％)のみに認められ、これら陽性株は全
てペニシリン耐性を示したのに対し、他の陰性株ではペニシリン耐性は認められなかった。
２）Real-timePCR法においては、まず既知のQ/Ｍ/142遺伝子保有株と非保有株１０株による試験で、
本遺伝子を正確かつ特異的に検出すること、また検出限界が５x1O]cflI/ｍｌであることを確認した。
３）その上で、従来の培養法と今回のＰＣＲ法による耐性の検出結果を比較してみると、膿汁の８７
検体中、培養でラクタマーゼ産生が存在した３１検体では、ＰＣＲ法により全てＣ/ＭＬ,４２遺伝子が検出
され、両結果は完全に一致していた。一方、培養でラクタマーゼ陰性であった５６検体中の８例にＰＣＲ
法でQ/Ｍｍ２遺伝子が検出され、後者が前者に比して高感度であることが示された。
以上の結果より、real-timePCR法は薬斉Ⅱ耐性関連遺伝子であるｑ/Ｍ/q,４２を保有するルＧＶＣ/e"α菌を
検出する上で、高感度かつ特異的であり、歯槽骨炎等の感染症における迅速な抗菌薬選択のための検
査・診断にとって有用な方法となり得ることが示された。
以上、本研究は歯槽骨炎等の主要な原因菌である伽,'oje"α属におけるβラクタム剤耐性を
real-timePCR法にて迅速かつ正確に検出し得ることを示したものであり、口腔感染症治療学および
口腔外科学に寄与する価値ある労作と評価された。
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